
















































　まず隣り合った部屋 A と B があるとする。その A と B とは壁 W で仕切
られている。壁 W はいわば部屋 A と B との限界線を表示するものとして
存在する。しかし壁が無ければ部屋は部屋としてあり得ないから、壁 W 
は部屋 A と B の本質的な構成要素であると言うことができる。
　さて、部屋 A に面している壁 W は部屋 A の一部であり、部屋 A に属し
ている。この面を a とする。a は W の一面でありながら、A の一部を構成
している。同様に、壁 W が部屋 B に面している面 b は、W の一面であり
ながら B の一部を構成している。部屋と壁との関係を考えるならば、a も






るような他者の「前面／ 前線」である。壁 W は部屋 A と B とを裁断して
いるが、同時に A と B とを接合をもしている。A は a と b というフロン
トを持った壁 W を介することによって B と関係を持ち得ているというこ
とになる。部屋 A を中心に見るならば、a は W のフロントであるままで
部屋 A の一部をなしており、同時に a は部屋 A の限界線を表示するもの
として、もう一つの部屋 B の存在をも表しているのである。こうしてフロ
ント a は、部屋 A の中に部屋 B を表出している。この時フロント a は B 
そのものを代表して表出していると言える。ただしそれは B がそれ自身を
A の中に B あるいは b のまま表出しているということを意味しているので
はなく、A の一部である a として、A の中に含み込んでいることを意味し
ている。すると b は壁 W のフロントであると同時に、a として部屋 A の
構成要素であると言える。同様のことは部屋 B についても言える。B は b 








　ところで、壁 W は部屋 A と B のそれぞれの構成要素であった。そうで
あるならば、同じ壁 W を持つことによって隣り合わされた部屋 A と B と
は、そのことによってはじめて成り立ち得るということから、相互依存的
であると言えよう。他方、その壁 W によってそれぞれが区切られ、部屋
A は部屋 B でないから A であり、部屋 B は部屋 A でないから B であると





　こうした壁W によって A と B とは関わり合っている。壁W とは関わ
り合いの場であり、出会いの場であるとも言えよう。この関わりの場があ
るからこそ、部屋 A と B はそれぞれ個として限界づけられながら、同時
にその限界線によって互いに互いをあらしめているのである。そうした壁
を構成要素として含んでいることによって、部屋 A は A として、部屋 B 
は B としてあることができるのである。A は A だけで A なのではなく、B 
という他者とフロントによって関わり合うことによって A なのである。そ
れは恰も磁石の N 極と S 極が区別はできるが切り離すことはできず、互
いを前提とし合うことによって初めてそれとしてあるというように、壁W 
という関わり（関わりの場） があるからこそ、互いを前提としつつ各 「々極」




















［Mayeroff,1971, p. 7.（18 頁。）］
　フロント構造において、A のフロントは B の一部を構成する。その際、
A は自らのフロントを B の一部として「授与」している。それは B が A 
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